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　氏は1806年の始めまでBremenに居ました．そして氏のBremenに於い
ての最後の二年が天膿力學の研究にささけられました．氏のこの偉大な勉
強な商務の賜暇に行はれたミいふこεを我々はミくに荘増しなければなり
ません，氏の勉強振りの一端を次に記しませう．氏は毎日午前8時から午
後8時に至るまで商務に軍事して居ました．その執務時間に氏は戸外に新
鮮な室氣を求めたり或は友人ミ交際しナこりしました．それ消雪は午後8時
以後になってから勉強を始めなければなりませんでした，そして翌朝の午
繭三時まで勉強しましずこ．氏は斯様な勤勉振りを以後ひきつづいて勉學し
ましナこ．そして氏の才能ε精力trは實に驚くべきものであり，後になって
氏がKoenigsbergへうつりましてから，大撒學者∫acob！が氏の才能ミ努カ
ミ精力εによって非常に感化されました．
　「Jacobian」ミいふ言葉がこの大撒學者Jacobiを記念して居ます．偉人
は二二によって感化され，愚入は愚人によってますます愚入になるのでは．
ないかε思はれます．偉人の感化をうけるのには，その感化をうけいれる
素養が被感化者にあるこざを必要條件ミして居るミ思はれます．
　これまでのミころでは，氏は本職ミして天文の研究に異事して居㊧ので
はありません．郭ち商務のかナこはらに天文を修めたにすぎません　しかし
今や逡に氏が氏の全てを天文の研究に捧げ得るの日が到來しましk・これ
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よりさきBremenの近くのLilienthalに法律顧問官Schroeterの建てナこ天
文皇がありましナこ．kまkま1806年にこの天文墓の監督者の地位に峡員を
生じました，このミきまでこの監督者の地位にはHarding　Sいふ人が居ま
した．この人はしかし今や他の活動範域へε韓じて行っナこのでありました
Olbersはこの機會を利用して，軸心天文の研究をし，そしてこれまでの職
をすててこの天文豪の監督者ミなる様に氏にすすめましナこ．このこεに塾
して彼はZachにあって次の様にかいて居ます．
　　『我々の：Besse1は今や彼のこれまでの職をすて，全然天文研究に一身
　　をさ・げるこミが出來る様になったεいふこミは我々の大いに欣喜す
　　るミころであります．BesselはHardingの後任ミしてLilientahlにあ
　　る法律顧問官Schr6terの天文毫へ赴任します．このこミは鳥撃のた
　　めに大いに慶賀すべきこミであります．非常な熟心，努九勤勉忍
　　耐，精根をもつた彼Besselの如き天才には私は未だかつて接しテここミ
　　がありません』
　天文に封ずる燃ゆるが如き撞憬ε，内的力の意識こがBesse1をして，彼
のこれまでの職を拠って，一意天文の研究に梶野せしめたのであります．
何事でもそれをなしミけるには非常な熟ミ明晰な判断力εを必要εしま
す．一またそれに適貸した機會をも同じく必要こします．鐵は熟せられて
赤きうちに打ち，枯草は太陽のまだ輝き居る間に乾かすべきであります．
熟心も興味も元氣も一度去っては，二度ε得られません．あすありざ思ふ
心のあだ櫻，いナこづらに風木の歓を曝して居るべきではありません．眼前
の小なさ堅陣をものがさす，勉強すべきでありませう．「行く川の流れは絶
えずして，しかももεの水にあらす．よ汐みにうかぶうナこかナこはかっ溝え
且つむすびて久しく止まるこξなし．世の中の人ご往家εまたかくの如し」
云云．ミ鴨長明は記して居ます．ギリシャのへ一ラクライトスは「萬物流
噛す」書維物して晦ます．しかし自然に於いての眞理一普遍性ミ妥當性
εを兼備して居ます一は永遠に藁理でありませう．時代の憂遷につれて
自然法則の記述方法ε説明方法εは勿論攣化するでありませう．
　さて氏はこれまでに既に七年間Kulenlkampの商館に奉職して居ましナこ
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氏は氏の熱心，努力によって，その商館で大いに愈敬されました．それ故
にこの度氏が商費換へをするこεについて商館圭：は非常に反厚しました．
この商館にεっては氏は實に重要な人物であっナこのであります．そればか
りでなく．徒弟期限はすでに終って居ましたから，商館主は6eo－700ター・一
レルを支給する檬に申し出ましナこ．氏はLilientahlでは100ターvルを支
給されるはすでしナこ．學問を研究するか，それSも金もうけをするか．西
洋の學者のうちには，學問の研究ご，黄金の光Sその一つを選ぶべき運命
に遭遇した例が多くあります．生活の方便ミしての卒業謹書のために勉強
する人々は，實に學問そのものを害するものでせう．生活の方便εしての
學者一それは影写そのものに封ずるもつ：εも極端な冒漬者でありませう
氏は断然電して商館主の申出を拒絶し，番地天文學の研究を自分の本分ミ
して選びましナこ．當時の愚物S“もは氏をのNしったでありませう．700タ
ーレルの俸給のかはりに100ターレルの俸給を選んだ氏が，ハンザ同盟の
隆盛時代に，しかもハンザ同盟のうちの主要都府Bremenの第一流商館に
奉職して居た氏が，當時の人々から嘲笑をもつて迎へられナこのは無理から
ぬこミであるNS思はれます．領導はミかく笑ひがちであります，偉入をあ
ざわらうのは愚人にきまって居ます．愚人は偉人をあざ笑って，自ら満足
して居ます．しかし實は，自己の愚鈍さを偉人に反影して，そしてその反
影に饗して嘲笑iを呈して居るのであります．師ち偉人εいふものに自己の
愚鈍さを反影して自己の愚鈍さを自分自身で潮擁して居るのであって，決
して偉人そのものを嘲笑して居るのではありません．氏の偉大さは，黄金
の光よりも，眞理の光を選んだ黒占にあります．氏の如きは孟子の所謂「大
丈夫」εいふ言葉に該蔵すゐ人物かも知れません．
　氏がこのさい断然天文を選ばれfこミは我々にSつて大いによろこばし
いこxSであります．掲逸の天文學が世界に覇をミなへる様になった原因は
氏の天文野上に於いての功績によって形成されたミ思はれます．學問上の
功績ε，‘研究設備の大小ざは必ず準行するものだEはいへないミ思はれま
す．黄金の光を背節Sして徒らに研究設備の世界一を以って誇りεする北
米合衆國に於いての研究方法には感心出來ない様であります．かつてSee一
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Jigerは徒らに天文肇がその望遠鏡の大を以て誇りミするの愚を「猫逸の大
身」εいふ本のうちで嘲笑して居まず要するに研究者S，研究方法Sに
よって，月華上の功績はあげられる様であります．Schroeterは氏が氏の凋
特の研究方法に基いて，自由な天文を研究出送る様にしまし九　つまり
Schroeterは氏の能力を信じて，氏の自由に研究を保虚しナこのであります．
氏は輩に撒學に於いて卓越しkばかりでなく天文に於いてもまk卓越しま
した．これらの卓越は氏の熟心ε努力ミ勤勉こ卓越しk才能εのおかけで
ありました．氏がBohnenber9の書いた天文の本を始めて讃んでから数年
の間に於いての氏の天文學の知識の進歩は實に驚くべきものでありましtt
そしてあらゆる天文家は彼の走れナこ論文に驚異の眼を向け遽に氏は第一流
の天文學者に伍するこεが出來る様になりまし7こ。氏の天文學者ミしての
名聲は年εミもに高まりました．氏の名聲はLilientahl’への氏の滞在を短
くしました．師ちLilientahlに居るこεi歎年にして，氏はこの地を去るこxS
．になりましナこ，郭ち當時却に建設されるK：oenigsberg天文墓長にまねかれ
て，1810年の始めにLilientahlを去って，　Koenigsber天文皇の象潟に就
任しました．rデカンシヨー』εいふ言葉は大哲學者の姓をまもじって作っ
た言葉だミいはれて居ます．即ち，
　デカルト，カルト，シヨーーペンハウエル　の各々の始めの方の文字をε
つてつなぎあはせたεいはれて紅ます．こ0）第二番目の哲學者Kantの名
を聞いて，すでに聯想されるのは，このK：oenigsbergであります．「勝地偉
人を産む」Sいふ言葉は，このK：oenigsbergに出しては要悪して居るε思
はれます．
　このKoenigsbergの天文皇の基礎は次の様なミきに置かれました．鄙ち
BerlinのHochschuleのあらゆる學生さもが二十五年祝典にさいして懐し
さの情に耽って居たεきからまもないこきに，叉，プロシャが封外的には
ひきく面目を失し，封内的には非常な不幸のうちに我を張って自國の偉大
さを示すεきに，このKoenigssberg天文肇が建設されたのであります．唯
物論の全盛時代をすぎて，人々がその反動ミして多能的なものを欲求する
思潮がきざしてきましナこ．BerlinのHochs　chuleの設立はこの風潮の一端
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をあらはすものであり，K：oenigsbergの天文皇の創立また然りであります．
この天文皇の設立の意義は，この天文肇の完成がその途上に於いて遭遇し
たεころの困難を回想するミきに，なるほさε理解されます．氏はこの完
成に思して非常な努力を沸ひました．
　前に述べました様に氏はこのK：oelligsberg天文等長に赴任するこミにな
り色々な機械が購入され，氏は1810年号回避にKoenigsbergへ赴きました．
しかしながらその翌年の始めになってようやく天文皇の敷地が購入される
こミが出來ました．このεきの事情は彼のOlbersへあてナこ氏の手紙一18
11年1月12日附一によくあらはれて居ます．それから牟年たって1811年
8月14日附の手紙一世から01bersへあてナこ手紙一のうちで氏はK6nigs一・
berg天文皇の設立が資金不足のために，非常な苦境にあるこNs　ig訴へて
居ます．敷地や機械は購入されたが，まだ建物は建ちませんでしf．平時
の氏の心情は實に「察するに飴りあり」でありましナこ．丁度そのεきMann－
heim天文皇長の職が塞きましfこ．氏はK：oenigsbergを去ってMannheimへ
赴く様にすxめられましナこ。しかし氏はKoenigsbergを去りませんでした．
氏は財政上の困難ミ戦ひながら，この天文皇の完成にっミめました．1812
年7月8日附の氏の手紙によるε建築は順調に進捗して居るこミが報ぜられ
て居り．1812年9月29日附の手紙によるε天文毫は十中八九まで出來上っ
て居り，1813年12月30日頃の手紙によるε，『新大天：文毫』の開洋式が1813
年ll月10日目行はれたこミが報ぜられて居ます，氏はこの新天文雀開毫式
にのぞんでこの新天文皇の完成ε，プロシャ國の當時の静態ミの關係をの
べ，かっこの天文皇が學術上に於いて有すべき地位を論じ，最後にKoenig－
sbergの天候が良好であってくれる様にいのって居ます．
　氏はK：oenigsbergに於いて結婚しましナこ．彼の若い妻はK：6nigbergに住
んで居た馬手顧問官Hagenの娘でありましt．氏は氏自身が第二の父ミ呼
んで居ナこ彼のOlbersの誕生日に結婚式を行ひましナこ．　氏が所謂「化石
化しtこ楽章者」でなく，恩義に報ゆる念が非常にあったミいふこEはこの
一事を以てその一端をうかがひ知るこミが出來るであり．ませう．輩に科
學を研究するばかりでなく，他方に於いて入間ミしての修養が大いに必要
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でありませう．人間ミしての修養の足らない所謂學者は近來多くなったの
ではないかミ思はれます．學士院賞に關して師弟が互に純學跳上の範域を
脱して，感情的方面にわたって相？ふなさはあまり感心した行爲εは思は
れない様であります．純學問上の論雫はもεより大いに奨働されるべきで
ありませうが，學理を脱して，輩なる感情の上に於いての＄一しかも學
周上の論孚εいふ美名をもつた争一は却って學問を胃漬するものではな
いかミ疑はれる様であるミ思はれます．同一の實験から全然相反した結論
は勿論みちびかれるでありませう．しかしそれはそれらの研究室の擢威者
の考へに依って，白ミもなれば，黒εもなるのではないでせうか？　曲學
阿世の今日，同一實験もその研究室の灌威者の意を迎へるナこめに，一一は白
ε判断され，他は黒ε判断され，その結論は全然相反して居るが，その分
かれ目は，紙一重ほE“のへだたりもないのではないかε思はれます．學士
院賞に關しての，料る師弟間に行はれた箏及びそれに關下した記事を讃む
ざきは我々は或る何物かを暗示される様な氣がします．勿論この論雫上の
純學問上の鮎については全然無知であるこξをこXに告白致します．人間
ざしでの修養，それは輩なる學術の研究よりももつ1三もつNS困難であるミ
思はれます．人格の偉大さに入間の偉大さが存在するのではないかε思は
れます．偉大な人格にして始めて偉大な尋者になりうるのではないかミ思
はれます．
　KOenigsberg天文皇の完成ミこもに氏の偉大な才能が裾野されだしまし
ナこ．そして氏によって「エポックメーキング」な研究が天文蝉声に於いて行
はれました．氏は今や氏の全力をあげて實地天文學の研究に軍事するこε
が出織る様になりましk．天文母上に於ける氏の功績は大戦二っの鮎に於
いて特筆されます．
　　　es一一・．理論こ實wa　trの結合
　理論Σ實際ざがやsもするE別々になりがちであります，實際観測者は
理論の根本義を理解せす。他方に於いて理論家は輩なる机上の無想に耽り
がちであります．理論ε實際ミの結合がうまく行き．それらの交互作用に
よって科學は憎憎するもの：三思はれます．壮士をはなれナこ理論も，理論を
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無卸したやナこらむたらの観測もεもにその意義ε償値εを高調する模利も
義務ももって居ないでせう、
　　　第二．氏の濁特な研究方法
　問題を躍に個々の問題εして取扱はすに，全膿εして把握し，そして珍
襲に渉っての大計叢をたて，一貫しナこ理論及び方針のもεに，個々の問題
を研究し，そして最後に，全禮εしての把握を企てるミいふのが氏の研究
方法でありました．箪に個々の問題をそれ自身Eして研究するミきは，輩
なる個々の知識は得られゐが，全罷εしての綜合的知識は得られません．
從って輩に個々の季題をそれ自身εして研究するミきはり寄木細工式な知
識が構成されるだけであって，學ミしての畦織は多して得られないε思は
れます．
　研究材料を如何に取扱ふべきかミいふ問題はさの科學を研究する場合に
も，非常に重要な問題であります．研究材料の分析，・綜合は輕輕に行ふべ
きでは無からうS思はれます．
　氏は徹底した解析耳翼であり，車越しナこ實地計算家であり，精確な感豊
ミ正罪な制断力NC　7eもった観測者でありました．氏の前には，氏の如き偉
大な撒餌者兼観測者はありませんでした．また氏の以後最近にいkるまで
その様な人は見つからない様であります．一但し現存の観測者をこNで
は除外します．現存の天文馬匹について蓮べるこミは，青二才の，1｝　t：して
は大いに遠慮すべきこミであらうミ思はれるからであります．學校を牟途
退卑してからの氏の撒學に關する勉強は實に非常なものでありましナこ，勿
論學校で教はつたのでもなく，また師について學んだのでもありません．
堅忍不誠な意志によって，猫學しtのであります．猫學で撒學の最も難解
な部分をも遽に理解しました．氏の研究はもEより藪學を主暑して居kの
ではなくて，天文の研究を主ミして居ナこのであります．しかしながら氏が
鰍學上に於いて成就した幾多の理論的研究は，藪學史上に於いてエポック
メーキングなものであり，伯林學士院及び巴理學士院等によって，氏の籔
學上に於いての理論的研究の功績は構讃されました．一方に於いて上述の
如く理論藪學者であったばかりでなく，それらの理論的研究結果を寸地に
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癒用するこξに於いてもまた氏は傑出した才能を示して居ります．つまり
氏は實地の計算にも非常にすぐれて居ました．佛國の大数學者ボアンカV
一は，「自分は計算は非常に下手であるが，計算が下手であるミいふこミこ
藪學者であるミいふこミεは全く別である」εいふ意味のこεを曾って述
べました．氏はボアンカレーミは反封に，計算も非常に上手であり，そして
同時にまた劃時代的理論下畑者でありましナこ．計算に氏がいかに青年時代
にすぐれて居たかεいふこεは前に記しましナこ16L7年の彗星の軌道計算
の一例でその一端がうかがはれるΣ思はれます．こNに他の一例を記し
ませう．丁度氏が天文の研究を始めた即時のこεがらであります．邸ち
古る晩或る會から家へ蹄へつて來ましナこεころが，氏の机上には氏の第二
の父帥ち彼のOlbersから，新彗星の翻測結果がおくられて居ました．氏
は夜の十時にこの新i彗星の軌ii首要素の計算にNSりかかり，；夜の十二時には
早や計算を完了してしまひました．そして翌朝八時に前晩に行った計算を
ftづさへて彼を訪れましナこ．それには彼もびっくりしてしまひましナこ．彼
Olbersの名は軌道論に上する本のうちによく見出されます．軌i道論断に於
いての彼の功績については，こNに記すまでもありませんそれはあまり
に顯著でありすぎるからであります，彼が1812年，巴里に滞在して居たε
き，氏は偉大な藪回者野天文學者Lagrange，　Laplace，　Poisson等ε交際し
て居ました一一もつεもPoissonは大物理冠者だεいつf方が適當かも知
れません一．これらの人々へ彼はBessel氏が理論数寄ε替地計算電の
爾方に同時に傑出して居るこεをつけましナこ．彼はまナこその巳時すでに歌
洲の理學界を風靡して居たCarl　Friedrich　Gaussへ：Friedrich　Wilhelm
Besselを紹介しましfこ．このGaussは五桁の封禅表をつくつだGaussε
は全然別人であります．Gauss，　LagraDge，　Laglace，　Poisson等については
ここでは書きません　これらの入々について大いにしらべナこいS思って居
ますが，豫備知識が不足のために，まだくはしくはしらべて居ません．（未完）
405
藤里F米粒組織
　　　　　　　　　　192S年五月29日午前9時02分
霧粒組織の撮影に太陽篇眞中最も困難なものであって，あら19ろ好蓮：に悪れ
ないt撮れない・
一般に米粒組織の墾化1ち極めて早いらしく，五十秒の申にも可なり墾化か
．みミめナこtさへ云［tれてioる・
、此霧藁に・原板上1：　it，ほんミ1：盆の上に，豆なまいた様であろ・（柴田）
